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　「食品安全に関する正しい知識を子どもたちが習得するた
めには学校教育関係者の役割が重要」との認識から、食品安
全委員会では今年度、学校教育関係者を対象とした意見交換
会を各地で行っています。
　2016年7月25日、都内小・中学校の学校栄養職員等55名

を対象に、「学校教育関係者を対象とした食品安全に関する
研修会」を東京都教育委員会と共催で行いました。食品安
全委員会委員による講義と東京都からの情報提供に続き、
後半は「食品安全に関することで、周囲の人に伝えたいこと

（わかってもらいたいこと）と、伝えたい具体的な内容・方
法、伝えるための工夫」に関するグループワークを実施しま
した。参加された方々からは、「身近なことから実際に聞い
てみないとわからない国や都の取組まで聞くことができた
ので、大変勉強になった」などの感想をいただきました。
　今年度はこのほか、全国6か所で、学校栄養職員等を対
象とした意見交換会を開催します。

　2016年6月11日・12日 の2日 間、
福島県郡山市で「第11回 食育推進全
国大会 in ふくしま」が開催されました。
この大会は、開催自治体を始め、関係
府省庁、関係団体が連携して講演会、
シンポジウム、パネル展示などを行い、

「食育」について国民の皆さんへの直
接的な理解促進を図ることを目的に、
毎年各地で開催されているものです。

　当委員会はブースに出展し、リスク
評価（食品健康影響評価）に関するパネ
ルや本季刊誌を展示しました。
　大会には2日間で約2万6千人もの
方々の来場がありました。当委員会の
出展ブースにも多くの方々に訪れてい
ただき、食品安全に対する関心の高さ
が伺われました。

食品に関するリスクコミュニケーション（意見交換会）

「学校教育関係者を対象とした食品安全に関する研修会」の開催について

第11回 食育推進全国大会に出展しました

食品安全委員会の出展ブースにて

　食品安全委員会では、2016年7月に「牛海綿状脳症（BSE）国
内対策の見直し（健康と畜牛のBSE検査の廃止）に係る食品健康
影響評価案」を取りまとめたことから、7月から8月にかけて東京
を始め、札幌市、大阪市及び福岡市の全国4か所で評価案に関す
る意見交換会を開催しました（各々、北海道、大阪府・大阪市、
福岡県・福岡市と共催）。
　意見交換会では、厚生労働省から諮問のあった「BSE対策の見
直しに係るリスク評価」について、食品安全委員会プリオン専門
調査会で審議の上取りまとめられた評価結果（案）について説明しました。その後、消費者を始め、事業者団体、実際に検査を
行っている地方自治体の担当者など、幅広い参加者の方々と意見交換を行いました。意見交換には厚生労働省、農林水産省の
担当者も同席し、非定型BSEの科学的知見や飼料規制などについて活発に意見が交わされました（評価結果はP2〜3参照）。
　意見交換会で使われたスライドや議事録は、下記URLからご覧いただけます。

「牛海綿状脳症（BSE）国内対策の見直し
に係る食品健康影響評価書案について」
を開催しました

都の学校栄養職員らと意見交換グループワークのようす
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意見交換のようす（札幌会場）

https://www.fsc.go.jp/senmon/prion/bse_information.html


